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熊ESahj
ひらがなの「く」の

字を図案化したもので,
市民の調和を基とし、
たくましく発展する熊
本市の姿を太い円で示
題F/S2I姐^1
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市木イチヨ附如翻
熊本市民には熊本城が銀杏城といわれている

ようになじみ深く、強健で樹齢が良く、市街地

の街路に多く植栽され裡特な尖円錐形の樹形

をつくり春の緑慎、秋の黄葉とその美しさでよ

く判られている。

市　花肥鯛(ツバキ糾
江戸時代から細川藩の庇護を受け、藩士をは

じめ寺社地の豪族等の愛好者によって広められ
改良を重ねて、清雅枯淡の味わいある銘花となっ

たといわれIEいるO肥後椿の特色は薄色の花弁
が主流でよく整った-重咲きで,中心に金糸銀

糸のような色鮮やかな太い雄しべが梅芯のよう

に盛りあがるところにあるD

KUMAMOTOl

市　島シジュウカラ

全長約14.5cmで、美しい澄んだ声でさえずり、

多量の害虫を食べ、線を守る題鳥として市民

に親しまれている。金峰1山や立田LLL　託麻三

山など森に多く生息し白い陶に黒ネクタイ状

の帯が目立つ可愛い姿で、四季を通じて観察

(写共臥乾毎大学出版余提供　フィールド図鑑より)
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発刊にあたって

地域と

人　口

熊本市総合計画.まちづくり戦略計画実施計画‥-　・・-　6

まちづくり戦略計画:まちづくりの進め方-‥　　　　　-　8

まちづぐり戦略計画: 3つのターゲット

ターゲット1良好な環境を未来へと引き継ぐ諌ち---　9

ターゲット2　子どもたちが健やかに成長するまち--・10

ターゲット3　人々が集う元気なまち=-　　　　　　-1 1

分野別計画

第l章　一人ひとりが輝く人権尊重社会の構築・・-　　‥12

第2章Jbがかよい合う市民生活の創出--　　　　　-14

第3章　健やかでいきいきと暮らせる保健・福祉の充実-・1 6

第4章　水と緑に囲まれた良好な環境の形成=-・　-L1 8

第5章　魅力と活力あふれる産業・経済の振興--　-・20

第6章　安全で快適な都市基盤の整備---　　　　　蝣蝣22

第7章　豊かな人間怪を育む教育・文化.スポーツの振興‥ ・24

政令指定都市を目指して

行　政

特　集

広報広聴

名誉市民

熊本市案内

梁料編



発刊にあた-'T
熊本市は、清劉な地下水や豊かな線などの自然環境に恵まれるとともに、熊本城をはじめとした優れた歴史遺

産や豊かな伝統文化を受け継ぎ、人口67万人を擁する九州中央の拠点都市として発展を続けており、現在、この

多くの優れた地域資源を活かして「日本--・住みやすく暮らしやすいまち」の実現を目指しているところでござい

ます。

このような中、ここ数年が本市の将来を決定付ける最も重要な時期を迎えておりますO

まず、合併・政令指定都市に向け、富合町との合併準備を着実に進めるとともに、熊本都rri圏ビジョンをとも

に措く市町村の皆様と、さらなる合併-向けた協議を行います。そして、 2年余りとなった合併特例法の期限内

の合併、さらには政令指定都市を実現し、九州中央の東アジアをも視野に入れた一大交流拠点を目指します。

次に、平成23年春に予定される、九州新幹線鹿児島ルートの全線開業-の対応ですO熊本駅前東A地区市街地

再開発事業や熊本駅中心の交通網の整備を着実に進めるとともに、中心商業地、新町・古町地区から熊本駅まで

を、 「熊本の顔」として回遊性を高め、官民協働で中心市街地活性化基本計画に掲げる事業を展開して参ります。

特に、民間主導による花畑・桜町地区の2つの再開発事業の促進や、新町・古町地区における城下町の風情が感

じられる街並み再現等の事業を着実に実施し、地域の皆様と一緒に新たな賑わい空間を創り上げていきます。

さらに、本年は熊本城築城400年祭のフィナーレ、 「エピローグ未来-」の開催期間中に本丸御殿大広間が完

成し、多くの方々に延る熊本城をお楽しみいただいております。この400年祭を契機とし、熊本城を核とした「城

下町熊本」の魅力を国内外に発信し、市民の骨様はもちろん、全国各地さらには海外からも多くの皆様にお越し

いただきたいと思っております。

最後になりますが、この「2008年市勢要覧」が骨様方のこのような本市の取り組みをご理解いただく一助とな

れば、大変幸いに存じます。

2008年4月

熊本市長早J.政史

Message from the Mayor

In addition to being naturally endowed with an abundant snpply of ground water as well as a wealth of foliage, Kumamoto City, with a

population of about 670,000, is also home to numerous cultural heritage sites, including the cherished Kumamoto Castie. Havi咽

inherited traditional Japanese culture, the city continues to develop as the hub of Central Kyushu. Fully utilizing those local assets, we

are currently striving to m、ake Kumamけto City `The Best City to live in all of Japan.

With this in血ind, we are considering that the next few years will be the most crucial period for the future development of our city.

First aad foremost, the city will continue to work on a municipal merger with Tomiai-machi and hand-in・hand discuss with surrounding
municipalities who envision a Greater Kumamoto City Area Administration in order to be granted with the status of an "Ordinance.-

desi卵ated City. One of our goals is to achieve these mergers with possible neighbor municipalities and become an "Ordinance-

designated City in two years time before the deadline stipulated by the Special Mergers Law. We aim to make Kumamoto the hub of
Central Kyushu and even East Asia.

Another goal that the city has been workiag on is to accommodate the opening of the Kyushu Shinkansen Bullet Train Kagoshima Route,

which is scheduled to begin its operation in 2011. Major projects include the development of the Kumaraoto Station East Area and

improvemeht of the transit system between downtown and the station by creating more attractions in such areas as downtown,

Shinmachi, Furumachi and Kumamotq Station. In order to achieve this goal, we will collaborate with citizens and work on every project

stipulated in the City Center lDevelopment Plan. Above all, we will accelerate two private-initiated redevelopment projects in Hanabata

and Sakuramachi areas, as well as develop more attractions in the Shinmachi and Furumachi areas, which would create an old castle

town ambience- It is my hope that we can collaborate with local citizens on this new development and revitalize many aspects of our

city.

Moreover, the reconstruction of the Honmaru Goten Great Reception Hall will be completed during the Castle's 400th anniversary

festival finaleメEpilogue…-to the Future.モI hope that many people will enjoy the newly added magnificence of the Kumamoto Castle

after the dedication. This will also give us an opportunity to share an intriguing "Castle Town Kumamoto" with the rest of Japan as

well as the world, and it is our hope that many people, not only from Japan but also from around the globe, will visit our city.

Last but not least, I hope that this 2008 Edition of the Kumamoto City Handbook will help you better understand our goals and general

approach as the city government.

^l杏里可せ
April 2008

Seism Kohyama, Mayor. Kumamoto City
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口 も 、平 成 7年 以 降 は 、 伸 びが 鈍 化 して きて い ます 0

平 成 17年 国勢 調 査 で は 、 熊 本 市 の 人 口 は6 6 9,6 03人 、 全 酬 貞位 は20位 と な り ま し た0

金 峰 山系 が 連 な る た め 、 内 30C

陛 盆 地 的気 象 条 件 とな り、 …芸 気温＼ ＼

これ を地 域 分 布 で み る と、 東 部2 0 7,5 69 人 、 北 部 12 9 ,6 54人 、 南 部 1 17 ,4 7 0人 、 西 部 72 ,6 4 4

人 、 中央 部 14 2 ,2 6 6人 と な っ て お り、 前 回 平 成 1 2年 国 勢 調 査 に比 べ 、 中央 部 .東 部 . 北

菱……蓋三菱至…喜芸…「 …由 iふ 部.南部は人口が増加したものの、西部の人口は減少していますO
熊本市及び周辺市町村人口
熊本市及び周辺15市町村の人口は、平成17年10月1日現在川44011人(平成17年回ようですD l月 10 11 12

e 4 3浩志盈認識忠}l

黙 亜 欄 間 ▼些鞄

勢調査) で熊本県捻人[tの56.7% を占めており、前回平成12年国勢調査に比べ、人口

増加率は、1.3% となっています0
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熊本市総合計画・

まちづくり戦略計画実施計画
i)まちづくり戦略計画:まちづくりの進め方

まちづくり戦略計画に示した、これからの新しい熊本づくりを

推進していくための体制を説明します。

Egまちづくり戦略計画: 3つのターゲット

まちづくり戦略計画に示した、特に重点的に取り組む

3つのターゲットを示します。

E]分野別計画
7つの政策分野を構成する45の施策分野に対応した

事業計画を体系的に示します。

田政令指定都市を目指して
中長期的な視野に立った、政令指定都市移行に向けでの

考え方や取り組みを示します。
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まちづくり戦略計画:まちづくりの進め方
City development strategies to create a vibrant society

天loj号Jg　召勾瑚司:Xloj葺^j　辛*l#望

計画の位置付け

本計画は、新たな時代変化の

中で、基本計画を平成16年3月

に見直し、以後5年間の本市が

進むべき方向を明確に示すとと

もに、その実現のための道筋を

明らかにしたものです。市民と行

政に共通するまちづくりの基本

指針であり、それぞれの施策ごと

に市民、事業者、行政の役割と

責任を明確に示し、三者が協働

して取り組むことにしています。

推進にあたって、目標の達成状

況を評価検証するとともに公表し、

適宜改善を加えながら進めます。

特に、行政においては、真に市

民に信頼される市政の実現に向

け、自らの改革を進めるとともに、

市政の舵取り役として、市民、事

業者との協働の仕観みづくりな

どに積極的に取り組みます。

基本目標
自然と調和した
市民が主役の

活気あるくまもとの実現

良好な環境を
未来へと引き緋ぐまち
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まちづくりの
進め方

これからのまちづくりは、国に

依存することなく、自らの決定と

責任により進めていかなければ

なりません。そのためには、 「自分

達のまちは自分達がつくる」とい

う理念の基に、市民と行政がより

良いパートナーとして、お互いの

知恵と力を出し合う「市民協働

によるまちづくり」が、これまで以

上に重要となります。

このようなことから、これからの

新しい熊本づくりを推進していく

体制を次のとおり掲げますO
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串ちづくり戦略計画: 3つのターゲット
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好な環境を未来へと引き章匪苦ち
清別な地下水、森の都と形容される

豊かな緑は本市最大の魅力であり、

財産です。しかし、都市化の進展、生

活様式の多様化などにより.この良好

な環境が損なわれつつあります。そ

のため、一人ひとりが、大量生産・大量

消費に支えられた社会経済システム

や利便性を求める日常生活を見直し、

この恵まれた環境を守り育て、次代へ

引き継いでいかなければなりません。

そこで、 『良好な環境を未来へと引き

継ぐまち』を実現するため、次の施策

に取り組みますo

モ貰芸莞誉~TT

漂翫葦華.
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モ把もたちが健や別こ成長するまち

BE
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次代を担う子どもたちは、熊本市の

大切な宝であり、活気ある熊本市の

象徴です。しかし、少子化や核家族

化の進展、生活環境の多様化、地域

のつながりの希薄化などが進んだ結

果、子どもの社会性が育ちにくくな

るなど、健やかな成長への影響が懸

念されています。そのため、子ども

を安心して産み育て、かつ、子ども

たちが個性や能力を十分発揮し、未

来への可能性を自ら切り拓くことが

できる環境を社会全体で築いていく

必要があります。そこで、 『子ども

たちが健やかに成長するまち』を実

現するために、次の施策に取り組み

ます。

ー,sr. ft.

人々が集う元気なまち
九州新幹線鹿児島ルートの全線開業

による経済的効果を最大限に波及さ

せるためには、熊本駅周辺や熊本城

を中心とした都心部において、都市

機能の向上と熊本らしい魅力を創出

することが重要です。また、観光・

コンベンション(会議・大会)の振興

に向けて、豊かな自然、文化遺産、

特産品などの地域資源を生かした地

域づくり、魅力づくりを図る必要が

ありますO　そこで、 『人々が集う元

気なまち』を実現するため、次の施

策に取り組みます。

mr.冒
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第且章Tjtひとりが輝く人権尊重社会の構築
Cl・eale a lこtir undjust s。C・iぐty Whげc all itldi＼・i(上u;ils car一 sluiie

里呈　ノUfelol　至言望~吉　oJ卦蝣M司2-1干葺

すべての人々が、人として等しく尊重され、

平等に社会に参加できるよう、人権意識を

高め、人権擁護のための支援を行いますo

また、男女が対等な立場で参画し、ともに

責任を担える社会を形成します。

のA

21世紀は「人権の世紀」ともいわれてい

ます。

わたしたちは、だれもが「幸せになりたい」

という切なる願いをもっていますO

日本国憲法も、すべての国民に基本的人

権を保障していますG

しかし、今日でもなお、女性・子ども・

高齢者・階がい者・同和問題・外国人・水

俣病やハンセン病元患者等の人権問題など、

解決しなければならない問題が数多く存在

しています。そこで、本市では差別意識の

解消と市民の人権が尊重されるまちづくり

をめざして、人権・ふれあいフェスタ、人

権フェア、人権啓発セミナー、人権講演会、

人権啓発映画会など市民参画型の啓発事業

を実施し、より多くの市民-の人権教育・

啓発の推進に力をいれています。

里　具的蝣Vl-'i榊圭蝣J>叶.if..も

男女が、社会の対等な構成員として互い

に人権を尊重し、社会のあらゆる分野にお

いて平等な参画を進めるとともに、自らの

個性と能力を発堰できる「一人ひとりが輝く、

男女共同参画社会の形成」を目指しますC

市民と協働し、意識の高揚を図るとともに、

仕事や家庭・地域社会の両立支援や多様な

連帯が可能な社会づくりのための社会的条

件整備を進めています。

総合女性センター

総合女性センターでは、男女の自立や社

会参画のための活動及び市民文化振興交流

の拠点として、男女共同参画社会の実現に

向けた講演会やセミナーの開催、資格取得

や能力開発のための講座等を開催しています。

また、相談事業や女性のための資料の収集

や提供、さらには、働く男女の仕事と家庭

の両立を支援するファミリーサポートセン

ターの運営及び男女共同参画に取り組む市

民グループの活動支援等を行っています。

・
軽
,
 
~
㍑
F
に
鳩
~
-
J
も
　
　
　
り
T
H
与
　
川
勝
に
け
い
s
.
 
'
-
‥
ト
　
　
,
-
-

C 12監Jmiiti悪詔浄

くまもと男女共生フォーラムの様子(シンポジウム)
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市民が、安心して暮らせ、心がかよいあ

う生活を送れるよう、消防・救急救助体制

の強化、交通安全の確保、消費生活の安定

と向上などに努めるとともに、国内外との

交流やふれあいのあるコミュニティづくり

を進めます。

コミュニティづくりの
推進

心がかよいあう地域のコミュニティづく

りを推進するため、住民自治の基礎的組織

である町内自治会の活性化に努めるとともに、

町内自治会をはじめ小学校校区の各種団体

等により構成され、団体相互の連携・調整

のもと、地域課題の解決などに取り組む組

織である校区自治協議会の設立を進め,さ

らには、まちづくり交流室などによる地域

活動への支援並びに活動拠点となる地域コ

ミュニティセンターの整備にも取り組んで

います。

校区自治協議会役員研修会

市民生泊の安定と向上

出前講座や消費者セミナーの開催など各

種啓発事業や、消費生活に関する相談窓口

の設置、情報の収集・提供、消費者団体の

育成など、消費者の自立に向けての施策を

交通安全・防犯の推進

「
悪
質
商
法
ト
ラ
ブ
ル
」

に
関
す
る
出
前
講
座

l1- '

秋の交通安全体験フェア

消防・救急救助体制の強化

火災や事故を未然に防止し、災害発生時

には迅速かつ的確に対応する体制を推進し

ています。

i竺デ旦千三号撃聖賢堅芦工芸賢二声二当

高度救助隊訓練
(消防局庁舎)

また、高齢者世帯

の住宅防火診断等に

よる防火に関する広

報啓発や、地域の防

災訓練の推進、応急

手当の普及、救急ボ

ランティアの育成な

どを通し、防災意識

の高揚を図るととも

に、地域に身近な防

災組織である消防団

の活動を支援してい

ます。

L州&*tfcの推進

-

、

.

際理解や地域に根ざした国際交流・協力を

推進するとともに、多言語による情報提供・

生活支援など外国人に対する公的サービス

の充実に取り組んでいます。

また、友好姉妹都市(中国・桂林市、ア

メリカ・サンアントニオ市、ドイツ・ハイ

デルベルク市)を始めとする海外諸都市と

の友好関係を促進する一方、海外から摺致

した3名の国際交流員を地域の小中学校や

公民館、民間団体などへ派遣し、自国文化

の紹介を通して、市民の国際理解を促進し

ています。

J]-籍・地籍に関する
情報の適正管理

地籍調査

国土調査法に基づき、土地に関する基礎

資料を整備し、市民及び公共財産の保全を

図り、地籍調査成果を多目的に利用してい

ます。

住居表示整備
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第3章健やかでいきいきと暮らせる保健・福祉の充実
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健やかを,
ライフスタイルの確我

総合的な健康づくりの推進

「健康くまもと21基本計画」に基づき、市

民ひとり一人が、自分らしくいきいきと暮

らすことができるよう、自主的な健康づく

り運動を支援するとともに社会全体で個人

の健康づくりを支える環境づくりに取り組

んでいます。

保　健　所

適正な医療の確保、医薬品の安全管理、

救急災害医療及び健康危機管理体制の整備、

衣食住の安全確保、動物相談、結核・エイズ・

感染症予防対策など、保健予防の推進に取

り組んでいます。

保健福祉センター

熊本市城を5区域に分け配置した保健福祉

センターでは、市民の健康づくりを支援す

る地域の拠点として、母子保健や成人保健・

精神保健・歯科保健・栄養改善等、保健福

祉サービスの充実を図っています。

また、健康や福祉に関する総合相談に応

じるとともに介護保険、高齢者や障害者な

どの在宅生活支援にも取り組んでいます。
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サービス体制の充実

市民病院

熊本市民病院は診療科22科、病床数562床(感

染症12床を含む)を有する総合病院です。少

子化における周産期母子医療、がん医療、

高齢化社会における生活習慣病医療、 24時

間市民の生活を守る救急医療を診療体制の

4本の柱として取り組み、安全で信頼され

る医療の提供に努めています。

地域福祉の充実のため、その拠点となる

福祉施設の管理運営並びに民生・児童委員、

各種福祉団体等に対する支援など、健康福

祉サービスの提供と地域住民の積極的な福

祉活動への支援を行なっています。

生活衛生の推進

市民生活に密着する衣食住の危害の発生

を未然に防止し、快適で安心できる生活環

境を確保するため、食品衛生、生活衛生関

連営業施設の監視指導を実施すると共に、

R常生活における衛生上の困りごとを市民

自ら解決できるように、衛生相談・出前教

室など知識技術の習得のための支援を行っ

ています。

また、狂犬病予防対策や動物の愛護及び管

生活衛生推進員活動

埋推進事業、野生鳥獣対策事業、公共の場

におけるそ族昆虫駆除も行っています。

墓地・斎場については、市営墓地(園)七

ヶ所と納骨堂1ヶ所を管理・道営しています。

子育て支援の充実

総合子育て支援センターで遊ぶ親子の様子

次世代育成支援行動計画「ひびけ!こど

も未来プラン」に基づき、病後児保育、延

長保育等の保育サービスの充実や子育てほ

っとステーション(子育て支援センター、

児童館など)の整備など、家庭や地域に応

じた様々な支援を行い、子どもたちが健や

かに成長するまちの実現を目指します。

高齢者への
生活支援の充実

高齢者が生きがいを持って安心して暮ら

せる生活を支援するため、くまもとはつら

つプランに基づき、社会参加への支援やい

きがいづくり、権利擁護などに取り組むと

ともに、介護予防のため健康づくりを進め

ます。

陣がい者への
」ォ*ォォ田臣

「熊本市障害者プラン」に基づき、誰もが

自分の能力を活かして平等に社会に参加で

きる環境づくりを進めます。

地域での自立した生活や就労・スポーツ

文化活動、移動等の支援を行うと共に、保

健と医療サービスの適切な提供に努めます。

社会保障制度の
円滑な運用

生活保護

生活保護制度は、生活困窮者に最低限度

の生活を保障し併せて自立の援助を主な日

的とし、生活保護には生活扶助、教育扶助、

住宅扶助、医療扶助等8種類があります。

平成18年度の生活保護世帯状況は受給世

帯が7,193位帯、受給人員が9,699人で保護率

は14.45%。(霊)となっていますo

国民健康保険

国民健康保険の加入者は、 239,647人(辛

成20年1月未現在)で、市人口の約36%にあ

たります。生活習慣痛予防のための保健事

業の実施など、加入者の健康増進に努める

と共に、保険料の収納率向上や医療費適正

化に積極的に取り組んでいます。

介護保険

この制度は、国民の共同連帯の理念に基

づき、要介護者等を社会全体で支えていこ

うとするものであり、利用者の選択により

多様な介護サービスを適切に受けることが

できる仕組みになっています。

平成19年3月現在で高齢者12万7千人のう

ち約2万3千人の方が要介護(要支援)認定

を受けられ、居宅あるいは介護保険施設に

入所してのサービスを利用されています。

国民年金

平成18年度国民年金受給者は115,592人、

年金受給総額は731億円に及び、多くの市民

の生活を支えています。本市では、すべて

の市民が年金の受給権を確保できるよう、

年金制度の広報や年金相談に努めています。
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第4幸水と緑に囲まれた良好な環境の形成
I'niuでt our nこiiui・こlL川＼ imIIJIU'lU 111 Pul,v s[11-ii'Sゝこ川rl I)し・llLmlin jfi"ビ‖lL,rさ

呂工ト　号昌0] 0-|♀己1TJ　瑚7;1El　ヨ?j到　土^jr

環境保全活動の推進

環境基本条例と環境保全都市宣言

本市では、良好な環境の維持及び形成を

図るため昭和63年に「熊本市環境基本条例」

を制定し、また平成7年9月には、水と緑

に輝くふるさとの環境を保全し次世代-引

き継ぐとともに地球環境問題に対しても積

極的に取組むことを誓い「環境保全都市宣言」

を行ないました。

この環境保全都市の実現に向けて、平成

18年度に第2次熊本市環境総合計画を改訂

し計画的な環境保全活動の推進を図ってい

ます。

環境パートナーシップの推進

第2次熊本市環境総合計画の推進母体と

して平成14年4月にパートナーシップ組織「エ

コパートナーくまもと」が設立されましたO

「エコパートナーくまもと」では、市民・

事業者及び行政の参加と協働により環境保

全都市の実現に向け様々な取り組みを行っ

ています。

C182漂:wKu-amoti
nistraifcmand甜
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良好な生活環境の保全

大気や水質、騒音等の監視体制を充実し、

環境汚染の状況の的確な把握に努めるとと

もに、その測定結果等の環境情報を積極的

に提供しています。また、公害を未然に防

止し良好な生活環境を守るため、環境に配

慮した行動や環境負荷の少ない生活の実践

等の啓発・を進めています。

緑の保全と緑化め推進

緑豊かな森の都の再生を目指し、市城に

残る貴重な緑地や樹木を適切に保全し、市

民が身近に自然とふれあえる場を提供する

とともに、花甫配布や植栽への助成など、

市民・事業者・行政が一体となった緑化の

推進を図っています。また、アーケード内

での植栽の実施や屋上緑化に対する助成など、

特に緑の少ない中心市街地での緑化を推進し、

安らぎと潤いのあるまちづくりに取り組ん

でいます。

E

弘L

下適3・4番街アーケード内の植栽

水環境の保全

水量の保全

地下水位は低下傾向、また湧水量も減少

傾向にあります。

地下水量保全のため、かん養林の造成事

業や白川中流域の水出等を活用した人工か

ん養事業を推進するとともに、節水市民運

動や雨水の有効活用に努めています。

水質の保全

河川・海域及び地下水の水質を監視して

います。また、工場及び事業場排水の規制、

汚染された地下水の浄化対策、並びに硝酸

性窒素削減対策を講じています。

広域的保全体制の確立

熊本地域(熊本市及び近隣13市町村)の

関係機関や「 (財)熊本地下水基金」等と

の連携により、市民・事業者・上下流域自

治体が-体となって地下水の保全事業を行

っていますO

くまもと水ブランドの創造
本市の特色である恵まれた水の環境を生

かして、魅力あるまちづくりを行い、 「熊

本といえば水」 「水といえば熊本」と認知

されるような、環境の世紀に相応しい都市

∴--tJ∴・・!、卜)C

ブランドの確立に取り組んでいますO

ごみ減量・リサイクルの推進

平成16年3月に策定した「熊本市ごみ減量・

リサイクル推進基本計画」に基づき、市民・

事業者・行政の三者協働で持続可能な循環

型社会の実現に向けて取り組んでいますO

近年の新たな取組みとしては、環境にや

さしい店認定制度やごみゼロ・サポーター

制度の導入が挙げられますO　また、基本計

画に掲げる家庭ごみ20%の減量に向け、市

民のごみ減量・リサイクルに対する取組み

が進むように、地域等でごみ減量のための

具体的な取組み方法等に関する説明会を開

催していますO

ごみの適正処理の推進

ごみの収集連投・再生利用・焼却・埋立

処分の体制を確保し、一般廃棄物の適正処

理に努めています。また、市民のごみの分

別搬出等への協力を得るため、平成17年度

からは、クリーンセンターに啓発推進係を

新設し、町内自治会等と一体となった取組

みを進めていますO　産業廃棄物については、

排出事業者や処理業者に対し、廃棄物の発

生抑制や適正処理を行うよう指導を行って

います。
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新産業の振興

地域経済の活力を創出するため、新たな

創業や起業家の支援を図るとともに、情報

通信、健康福祉、環境、バイオテクノロジー、

新製造技術などの分野における本市の特性

を生かしたリーディング(先導的)産業の

積極的な支援を行います。

雇用の安定と
働きやすい環境づくり

寓や県と連携して、新規又は再就職の支

援として、職業相談や再就職支援セミナー、

企業合同面接会を開催するとともに、職業

能力向上のため熊本市職業訓練センターな

どで教育訓練を実施します。また、中小企

業勤労者の福利厚生の充実を図るため熊本

市勤労者福祉センターや中小企業勤労者福

祉共済事業を運営します。

熊本市職業訓練センターにおける教育訓練

C2053idctoKi-iamot
ministrati。ncuxj甘

商業・サービス業の振興

商業やサービス業の振興を図るため、中

心商店街の集客力や回遊性の向上に努める

とともに、地域の特性を生かした地域商店

街の魅力づくりを進めます。

特に、 KUMAMOTO (クマモト)ブ

ランド発信の核となる41'!!、市街地を活性化

させるため、地元商店街や市民・事業者と

の連携により、まちなかの賑わい創出とさ

らなる魅力づくりに努めます。

工業の振興

本市工業の振興を図るため、成長力のあ

る企業の立地促進に取り組むとともに、産・

学・行政の連携強化による企業の技術力向

上や販路開拓、中小製造業者等が行う新製

品の研究開発に対する支援などを行います。

中小企業経営の基盤強化

チャレンジ精神旺盛な中小企業を育成す

るため、資金融資、人材育成、創業支援、

情報提供などのきめ柵やかな支援を行い経

営資源の充実を図ります。

特に、事業者の抱える問題に総合的に対

応する体制を整備し、時代の変化に応じた

中小企業経営の基盤強化に努めます。

観光・コンベンション
(会議・大会)の振興

九州新幹線鹿児島ルートの全線開業を視

野に「観光立市くまもと」の実現に向けて、

経済波及効果の高い観光やコンベンション(会

議・大会)の振興を図る中、韓国・中国・

台湾などからの国際観光客の誘致など、さ

らなる誘致促進及び受け入れ機能の拡充を

行います。

さらに、本丸御殿大広間が復元された熊

本城、水前寺江津湖公園や動植物園などの

歴史や水辺環境を生かした観光資源の利活

用や魅力向上、肥後象がんなどの伝統工芸

の保存育成、物産振興などについて取り組

みます。

G濫_ioKumamォoGiiiisirali。riandL恕21C

農業の振興

農業の振興を図るため、担い手の育成や

農業生産・流通の基盤整備を進めるとともに、

環境に配慮した安全で安心な農作物づくり

やそのブランド化支援を行います。

特に市民の農業や食への安全への理解を

深め、地産地消を推進することにより、生

産者と消費者との新たな共生関係を築きます。

水産業の振興

水産業の基盤となる漁場及び漁港の整備

を進め、 H19年9月沖新町にオープンした

熊本市水産振興センターを拠点に、技術指導、

人材育成、情報発信を充実させ、のり養殖

業をはじめとする水産業の振興を図ります。

、
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第6章安全で快適な都市基盤の整備
Maintain a comfortable and safe infrastructure
ツ3"トコ　瑚大iJj　三人　7|U)里I So|

計画的な都市づくり

都市計画

都市計画は、都市の健全な発展と秩序あ

る整備を図るための土地利用、都市施設の

整備、市街地開発事業に関する計画です。

都市景観

C22 : :蝣　蝣

l

美しく活力ある森の都くまもとの都市景

観を創造するために都市景観条例や屋外広

告物条例を制定し、熊本城を核とした眺望

景観や地域の歴史的なまちなみの保全など

熊本らしい都市景観の形成に努めていますn

開発許可制度

都市周辺部-の無秩序な市街化を防lLL、

都市基盤の整備された良好な都市づくりに

寄与します。

総合交通体系の確立

阿蘇くまもと空港は国内線(東京他5都市)・

国際線(ソウル)へ定期便を運行しています。

鉄道網は、 ∫ R鹿児島本線、 J R豊肥本

線と熊本電鉄がありますo

熊本港では、重要港湾-指定(S49)後、

岸壁等整備を進め、高速旅客船(本渡間)

やカーフェリー(島原間)が就航しています。

また、平成11年にはコンテナ国際定期航

路(韓国・釜1屈巷)も開設されました。

市電・市バス

熊本市交通局は、路面電車が大正13年8月、

バスが昭和2年11月に営業を開始し、以来83

年の歴史を刻んでいます。

国内初導入のノンステップ超低床電車5編成、

ノンステップバス49台(いずれも平成19年3

月現在)を保有し、人に、環境にやさしい公共

交通機関を目指しています。

良好な市街地の整備

熊本駅周辺地域では、 「出会いとふれ合

いの副都心」を将来像に掲げ、県市で協力

して策定した熊本駅周辺整備基本計画に基

づき、連続立体交差事業や熊本駅西土地区

画整理事業などによる「熊本駅東西市街地

の一体化」 、東西駅前広場や道路整備、公

共交通の充実による「熊本駅を中心とした

交通結節機能の強化」 、さらには、市街地

再開発事業などによる「熊本駅東側を中心

とした都市機能の充実」を進めています。

上熊本駅周辺では、本市の「市街地核」

の一つとして、鉄道と路面電車・バス等の

結節強化とともに、都市機能の改善と地域

の活性化を促進します。

市街地再開発事業は、都市における上地

の合理的かつ健全な高度利用と都市機能の

更新とを図ることをE]的としています。本

市では、上通A地区(ぴぶれす熊日会館)

及び手取本町地区(テトリアくまもと)の

再開発事業が完成し、現在、中心市街地に

おいて新たな事業化に向けた取り組みを行

っています。

十地区画整理事業は、道路、公園、水路

などの公共施設を整備し、宅地の利用増進

を図ることを口的としており、現在、画図、

陳内の2地区で組合施行により進められて

います。

建築物安全推進事業では、建築物の耐震

化の促進など、市民が安全で安心できる生

活環境の整備を推進しています。

生活道蹄の整備

市道整備

熊本市には、市民の日々の暮らしに直結

する市道が9,912路線、総延長2,456k皿(H19.4.1

現在)あります。

その市道が、いつでも安全かつ快適に利

用できるよう改良、維持補修に努めていますO

・-v, --,;　t '蝣':'.蝣

>

また近年は、すべての人が安全で、安心

して通行できる道路空間の確保が強く求め

られており、その整備を促進するとともに、

電柱の地中化により快適で利用しやすい道

路整備を進めています。

良好な住宅の供給

建築指導

建築物の大規模・高層・複合化が見られ

るなか、良好な都市環境の整備に向けて、

総合設計制度や建築協定を推進するとともに、

高齢者や身体障がい者等の方々が安心して

利用できる建築物の拡大化に向けたバリア

フリー整備の促進に取組んでいますO

一方、市民の住環境に対する意識も年々

高まり、近隣住民との紛争等を未然に防止

するため、建築主と周辺住民との相互理解

に寄与することに努めています。

さらに、平成18年8月より一定の建築物

に対して中間検査制度を導入し、建築規制

の実効性、建築物の安全性の確保に努めて

いますO

また、違反建築物の防止に努めるほか、

安全なまちづくりを目指して関係団体と連

携を囲っています。

市営住宅

平成19年4月1日現在、市営住宅の管理

戸数は、 12,901戸となっています。

市営住宅の供給にあたっては、熊本市第

2次住宅マスタープランに基づいて、老朽

化した団地の建啓を進めるとともに、少子

高齢社会に対応したバリアフリー化を推進

するとともに、ハーフメイド住宅の供給や

防犯への配慮など、安全・安心できる住宅

の整備に取り組んでいます。

また、団地の建替にあたっては、地域の

環境に配慮した団地づくりとともに、まち

づくりとI-一体となった良好な住環境の整備

に取り組んでいます。

都市公園は平成19年度4月1日現在、まちの広場等を含

め877箇所、面積は約570ha、市民-人当たり8.53mの広さ

になっています。

今後は、平成20年度末までに、歩いて行ける公園の整備

率45.6%を目標に、市民と一体となって都市公園の整備を

進めてまいりますO

公園の管理については、日常的な維持管理の充実を図る

とともに、地域のボランティアである公園愛護会と協力し、

市民がいつでも安心して安全に利用できるよう努めてまい

ります。

水道水の安定供給

熊本市の水道水は、地下水100%です。人口60万人以上

の都市では、全国でも例をみませんO水道局では、地震や

台風などの非常時でも安定した水の供給ができるよう、基

幹施設の耐震化や応急給水体制の充実化を図り、これから

も「安全でおいしい水」の安定供給に努めていきます。

下水道の整備

昭和23年の下水道事業着手以来、平成18年度未の普及率

は84.4%、整備面積は9,314haに達し今後も早期整備完了

を目指すと共に、水資源として下水処理水の再利用、老朽

施設の改造改築、恒常的な浸水箇所の解消・整備を図りな

がら、安全で快適な環境づくりに取り組んでいきます。

治水対策の推進

大雨による災害を防止するため、河川改修や排水機場な

どの整備を進め、都市型水害や内水被害の解消に努めてお

りますO　改修にあたっては、潤いのある水辺空間の創出や

自然生態系に配慮した整備を進めていますO

防災体制の強化

藻器堀川改修

危機管理に関する基本事項を定めた危機管理曙針を柱に、
自然災害に対処する地域防災計画、大規模テロなどに対処

する国民保護計画、また、その他の危機事象に対処する事

件等対処計画により、災害時に迅速に対応できるよう危機

管理体制の整備を図ります。
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第7章豊かな人間性を育む教育・文化・スポーツの振興
Promote education, culture and sport to nourish humanity
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学療育の草実
Fもぐ
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子ども一人ひとりの個性を生かしながら、

子ども一人ひとりが輝くために、豊かな人

間性や創造性の育成を目指し、教育改革プ

ログラム「くまもと子ども輝きプラン」に

基づき、その実現に取り組んでいます。

特に、少人数学級の実施など確かな学力

の向上と個性を伸ばす教育の充実に努める

とともに、 「生きる力」のもととなる子ど

もたちの豊かな心や健やかな体の育成を図

っています。

子どもたちの学習の様子

l

l

苗亘年の威嚇授
L

SH

l;*/-
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千どもたちに野外活動を初めとした様々

な体験活動の機会や情報を提供するとともに、

PTAや子ども会などと協力して、地域の

教育力向上に取り組んでいます。

また、家庭教育のあり方等について、小・

中学校の保護者を対象に学習機会を提供し

ていますO

「
お
は
な
し
会
」
の
様
子
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生軽学習の韓進Jyt
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「熊本市生涯学習指針」に基づき、全て

の市民がいつでも学習ができ、その成果を

活かせる環境づくりに取り組んでいます。

特に、市民の生涯学習活動を促すための

学習情報の提供に努めるとともに、公民館

等における学習機会の拡充や、図書館、博

物館等市民が気軽に利用できる生涯学習の

拠点施設の整備充実を図っています。

熊本市立図書館

市立図書館には、本館と移動図書館及び

15公民館図書室を合わせ、約90万冊の蔵書

があり、利用者ニーズの高度化、多様化に

対応するため、通常の貸出に加え、インタ

ーネットによる図書の検索・貸出予約やレ

ファレンスなど情報提供サービスの充実を

図っていますO

さらに、読書活動啓発のため、図書展、

おはなし会、講演会、映画会等の自主事業

を実施していますO

体験コ-ナ- 「ドライアイスの不思議」

熊本博物館

L　.,
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自然・人文・理工科学関係資料約5,000点

を展示し、これにプラネタリウムを併設し

た総合博物館です。

教育普及活動として各種学習講座の開設、

特別展示会、移動博物館、こども科学・も

のづくり教室等を開催し多くの人々に利用

されています。
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生噺ボーッの振興
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スポーツに対する市民一人ひとりの多様

な価値観に応えられる環境づくりを目指し、

「熊本市生涯スポーツマスタープラン」に

基づき、その実現に取り組んでいます。

特に、市民の誰もが参加できる生涯スポー

ツ活動の支援として、地域に根ざした総合

型地域スポーツクラブの育成や既存のスポ

ーツ施設の有効活用等に努めています。

総合型地域スポーツクラブ

..

・tf-'Jtft川山>W)甲i tfitf i ll
i転機・.魂座

先人から受け継いだ市民の貴重な財産で

ある熊本の文化財を郷土の誇りとして大切

に保全し、次の佳代へと伝えるとともに、

市民生活の中で積極的な活用を図っています。

ill聖ヒの車

多くの人々が文化に親しみ、また自ら文

化活動に参加しながら市民生活の質を高め

るために、様々な文化事業や文化活動支援

を行っています。また、次代の文化創造を

担う子どもたちに豊かな感性を身につけて

もらうため、学校や地域でのコンサート・

ワークショップ等の文化事業も積極的に実

施していますO

熊本城
・蠎II・・-.:.ヱ5C
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山 政令指定都市を目指して

Transitioning towards a government-designated city
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I:謡 b-i

...

膜 m 昌がWJ!

rJ B & M 」

ua s B m 召 i .i

原の 拡 充 に よ

& m

願

.豪輝 闘 誓 A1誓JK̂ ^̂ 。。。 Ĥraj.、.
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